




平成２７年１０月２７日
東北・夢の桜街道推進協議会

東北復興支援プロジェクトとしての『東北酒蔵街道』の創設について

１．『東北酒蔵街道』創設の背景

東北・夢の桜街道推進協議会（官民５５先が参加）では、東日本大震災に伴う東北復興
のために、東北に点在する美しい“桜”に着目、これをシンボルにネットワーク化し、「桜の
札所巡礼」による交流人口の増加（観光振興）により、東北の面的再生を図るという官民
広域連携・協働推進（＝相互扶助）の地域づくり運動を展開しています。

しかし、「東北・夢の桜街道運動」が年々拡大しているとはいえ春の事業であることから、
季節的に切れ目なく東北の観光振興を図ることが課題になっていました。

そこで当協議会では、昨年「和食」がユネスコの無形文化遺産に登録されたのを踏まえ、
日本の食文化として密接な関係にある「日本酒」に着目、国内でも有数の酒どころである
東北の“酒蔵”を秋からの新酒シーズンに照準を合わせ、紅葉や温泉を満喫しながら巡る
旅を『東北酒蔵街道』と名付け、東北の観光振興を強化することと致しました。

２．『東北酒蔵街道』の概要と今後の展望

当協議会では、『東北酒蔵街道』というプラットフォームを提供することにより、会員メンバ
ーが、I Tを始めネットワークを駆使して全国に紹介するほか、旅行商品の造成等もサポート
します。また、酒蔵の周辺地域の方々やNPO等との連携・協働により、その土地ならではの
「おもてなし」を通じ、訪日外国人観光客（インバウンド）に日本酒文化や和食文化を紹介し、
地域の“食”の文化的拠点として発展させることも展望しています。

酒蔵の紹介に当たっては、当協議会のホームページに情報を掲載するほか、携帯マップ
も作成します。また、会員メンバーのサイトや旅行雑誌、「東北酒蔵旅ナビ」の開発を通じて
PRします。さらに、「農・商工・金・外連携」の体制が整うことから、『東北酒蔵街道』と『東北・
夢の桜街道』の観光産業化にも努めます。

なお、『東北酒蔵街道』の「酒蔵」選定基準は、①店頭販売しているか、②試飲が出来るか、
③酒蔵見学が出来るか、の３要件のうち一項目を満たすこととしており、今後も年１回程度
募集してまいります。
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